
 

 

私たち金型プロジェクトは、 というモノづくりを「 する・ す
る・ する」というコンセプトのもと、モノづくりの楽しさや素晴らしさを多くの人
に知ってもらおうというプロジェクトの一環で中辻金型工業株会社の社員の方と協力し、
子供たち向けのイベントとしてワークショップを開催しました。 

モノづくりを実際に体験してもらうため、地元の子供たちを対象として金型と呼ばれる
製品を造るための型の組立とそれを使ったキーホルダー作りの体験をしてもらいました。 

 

金型という型については自分たちも全く知らなかったので金型についての知識を学ぶ
ため中辻金型さんに訪問し定期的に勉強会を実施しました。 

5月から末にかけて学んだ内容を子供たちにより分かりやすく説明するため、皆で話し合
いワークショップ本番に向けての資料を作成しました。 

 

 
様々な提案や問題点があり、この資料作成
かなりの時間がかかりました。 

これが作成した資料の
一部です。 



 

 ・子供たち向けの内容にしては、説明が難しすぎたように感じた。 

 ・司会進行がスムーズに進まず予定終了時間を超えてしまった。 

 ・準備段階での情報共有があいまいで資料作成に時間がかかりすぎた。 

 ・役割分担があまりできておらず何をするのかわからなかった。 

最初の段階では、あまり関心を示さなかった子供たちばかりでしたが、進めていくにつれ、
真剣な表情を見せる子供たちが増えていきました。 

最後の段階では、子供たち全員が真剣に取り組み、キーホルダー作成に当たっていました。 

子供たちの多くから「作るが大変だった楽しかった」、「自分で作ったから大事にしよう」
などの感想が上り、プロジェクトの目的どおり こと
ができたかと思います。 

7月24日ワークショップ開催 
子供たちの元気が良すぎて教えるのがたいへんでした。 


